
問中央図書館　℡ 24-1507

　【予約不要】リサイクルフェア開催決定
　図書館での役目は終えましたが、まだ楽しめる本や雑誌を無料で
配布します。来場者多数の場合、入場制限を行い、整理券を配布す
ることがあります。
日時：１月29日土・30日日9：00～15：00
　※ご利用は 30分以内でお願いします。
場所：中央図書館３階　読書室 
持ち物：エコバッグなどの入れ物 

　心を燃やせ！ビブリオバトル参加者募集

　

東
大
橋
原
遺
跡
は
、
園
部
川
を
の
ぞ
む
台
地

上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
西
約
７
７
０
ｍ
、

南
北
約
７
０
０
ｍ
の
広
大
な
範
囲
に
縄
文
時
代

中
期
を
中
心
と
し
た
集
落
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
52
年
か
ら
昭
和
54
年
ま
で
３
度
に
わ

た
っ
て
学
術
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
器
焼

成
遺
構
と
呼
ば
れ
る
土
器
作
り
に
関
す
る
珍
し

い
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
縄
文
時
代

の
装
飾
品
や
粘
土
の
塊
な
ど
当
時
の
生
活
が
う

か
が
え
る
遺
物
が
数
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
石
岡
市
内
の
み
な
ら
ず
、
霞
ケ
浦

沿
岸
の
縄
文
文
化
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
遺

跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
調
査
成
果
は
報
告
書
な
ど
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
多
く
の
出
土
遺

物
が
収
蔵
庫
に
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
縄
文
時

代
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
、
縄
文
時
代
が

注
目
さ
れ
て
い
る
今
、
遺
物
た
ち
を
公
開
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
視
点
を
加
え
て
改
め
て
東

大
橋
原
遺
跡
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
27
回
企
画
展

「
東
大
橋
原
遺
跡
-
石
岡
市
の
縄
文
時
代
-
」

期
間
／
１
月
12
日
水
～
４
月
３
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
石
岡
市
総
社
１
-

２
-
10
)

休
館
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

シリーズ 194

「東大橋原遺跡‐石岡市の縄文時代‐」
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

【1月の休館日】
1 日土祝～４日火・10日月祝・11日火・17日月・
24日月・27日木・31日月

▶
東
大
橋
原
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た

　
土
器
焼
成
遺
構

▲中学生対抗ビブリオバトルの様子

イチオシの本を持ってきて、紹介してください。すべての発表が
終わったら、「どの本が読みたくなったか」を参加者全員で投票し
てチャンプ本を決めます。
日時：2 月 13 日日　午後２時 ～
場所：中央図書館
進行：藤原龍一郎（図書館文化アドバイザー） 
申込方法：１月５日水から電話、図書館カウンター、HPにて申し込み

ビブリオバトルのやり方や過去の
チャンプ本はホームページから▶

　あなたの“読書愛”、図書館で語ってください！ 

【1月のおはなし会】※予約不要
◆こども図書館
   ８日土　新春おはなしまつり

午前の部 10時30分～
午後の部   2時30分～

   13日木 ひよこのおはなしかい
   15日土 むかしむかしのおはなし会

(午前 10時 30分～）



第 35回

「石岡茶道会」

　表千家、裏千家の二派で、石岡市文化祭・まち
の文化一日体験・風土記の丘での呈茶など、市民
の皆さまとのふれあいの機会として、茶の湯を楽
しんでいます。 
　さて、豊臣秀吉は熱心な茶人でした。千利休と
の交流も密にありながら、千利休は首を取られま
した。有名な話でありますが、茶の湯の歴史的に
みればターニングポイントです。先人より紡ぐ茶
道文化は四季折々の季節感を一碗で楽しみます。 
　茶道の魅力には例えば、着物が素敵に着られる、

礼儀（マナー）も身につ
き、筆字の上達、茶懐
石を味わえるなど挙げ
ればきりがありません。
また、日々の生活の中に
潤いと癒しをもたらし、
心豊かに過ごすことが
できます。 　
問石岡茶道会 
　℡ 26-2385（塚原） 
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茶
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リ
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又
来
る
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